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ご
あ
い
さ
つ 

顔
真
卿

が
ん
し
ん
け
い

（
七
〇
九
～
七
八
五
）
は
、
盛
唐
期
（
七
一
二
～
七
六
五
）
に
活
躍
し
た
政
治
家
で
す
。

安
史

あ
ん
し

の
乱
（
七
五
五
～
七
六
三
）
に
お
い
て
反
乱
軍
を
お
さ
え
て
大
功

た
い
こ
う

を
挙
げ
た
こ
と
で
有
名
で
、

国
家
に
対
す
る
忠
義
心

ち
ゅ
う
ぎ
し
ん

の
厚
い
人
物
と
し
て
、
中
国
史
に
名
を
残
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
書
の
歴
史
に
お
い
て
は
、
書
聖

し
ょ
せ
い

と
称
さ
れ
る
王
羲
之

お

う

ぎ

し

（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
）
と
は
異

な
る
書
風
を
確
立
し
た
人
物
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
顔
真
卿
の
書
は
特
に
宋
時
代
（
九
六
〇

～
一
二
七
九
）
以
降
に
高
く
評
価
さ
れ
、
手
本
と
し
て
学
ば
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

本
展
で
は
、
顔
真
卿
の
書
を
学
ぶ
た
め
に
制
作
さ
れ
た
「
法
帖

ほ
う
じ
ょ
う

」
を
特
集
し
ま
す
。
石
碑
に
刻

さ
れ
た
楷
書
体
や
、
手
紙
の
草
稿
と
し
て
書
か
れ
た
行
書
体
な
ど
、
顔
真
卿
の
素
朴
で
力
強
い
書
風

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 
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序
章 

 
顔
真
卿
以
前 

―
書
聖
・
王
羲
之
と
初
唐
の
三
大
家―

 

  

本
章
で
は
、
顔
真
卿
が
学
ん
だ
書
聖
・
王
羲
之
（
三
〇
三
？
～
三
六

一
？
）
の
書
と
、
初
唐
の
三
大
家
と
呼
ば
れ
る
欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六

四
一
）
／
虞
世
南
（
五
五
八
～
六
三
八
）
／
褚
遂
良
（
五
九
六
～
六
五

八
）
の
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

王
羲
之
の
書
は
中
国
書
法
史
の
最
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
真
筆
は
現
在
一
点
た
り
と
も
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
後
世
の
人
々
は
、
搨
摹
本
（
敷
き
写
し
た
も
の
）
や
臨
書
本
（
見

て
写
し
た
も
の
）、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
拓
本
と
い
う
複
製
を
通
し
て
、

王
羲
之
の
書
を
学
び
ま
し
た
。
王
羲
之
の
書
が
ま
だ
存
在
し
て
い
た
唐

時
代
、
こ
れ
ら
の
複
製
を
作
る
こ
と
に
「
初
唐
の
三
大
家
」
も
関
わ
っ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
彼
ら
の
代
表
作
を
通
し
て
、
顔
真
卿
が
学
ん

だ
書
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

１ 

王
羲
之
（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
） 

《
蘭
亭
序
》 

原
本
：
東
晋
時
代 

永
和
九
年
（
三
五
三
） 

 
 

 

蘭
亭
（
浙
江
省
紹
興
市
）
で
宴
が
行
わ
れ
た
と
き
、
集
ま
っ
た
人
々
が
詩
を
詠

み
、
詩
集
を
作
り
ま
し
た
。
こ
の
詩
集
の
序
文
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
が
《
蘭
亭

序
》
で
す
。
酒
に
酔
い
な
が
ら
書
い
た
草
稿
（
下
書
き
）
を
持
ち
帰
り
、
後
日
清

書
し
ま
し
た
が
、
宴
の
時
に
書
い
た
も
の
を
越
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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２ 

王
羲
之
（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
） 

《
蘭
亭
序
》（
定
武
本
） 

原
本
：
東
晋
時
代 

永
和
九
年
（
三
五
三
） 

 
 

 

書
聖
・
王
羲
之
の
代
表
作
で
あ
る
《
蘭
亭
序
》
は
、
唐
の
太
宗
（
五
九
八
～
六

四
九
）
が
亡
く
な
っ
た
際
に
副
葬
さ
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
書
を
学

ぶ
人
々
は
拓
本
な
ど
を
通
し
て
《
蘭
亭
序
》
を
学
ん
で
き
ま
し
た
。
本
作
は
「
定

武
本
」
と
呼
ば
れ
る
、
初
唐
の
書
家
・
欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六
四
一
）
が
臨
書
し

た
も
の
を
元
に
作
ら
れ
た
複
製
で
す
。 

３ 

王
羲
之
（
三
〇
三
？
～
三
六
一
？
） 

《
集
王
聖
教
序
》 

唐
時
代 

咸
亨
三
年
（
六
七
二
）
刻 

 
 

 

唐
時
代
の
僧
・
懐
仁
（
生
卒
年
不
詳
）
が
、
王
羲
之
の
文
字
を
集
め
、
文
章
に

あ
わ
せ
て
並
べ
直
し
て
刻
し
た
石
碑
が
《
集
王
聖
教
序
》
で
す
。
集
字
で
あ
る
た

め
、
文
字
同
士
の
筆
脈
は
通
っ
て
お
ら
ず
、
一
部
に
は
偏
と
旁
を
組
み
合
わ
せ

て
作
字
さ
れ
た
文
字
も
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
王
羲
之
の
行
書
を
学
ぶ
古
典

と
し
て
現
代
で
も
用
い
ら
れ
る
作
品
で
す
。 
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４ 

欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六
四
一
） 

《
九
成
宮
醴
泉
銘
》 

唐
時
代 

貞
観
六
年
（
六
三
二
）
刻 

 
 

 

唐
の
太
宗
（
五
九
八
～
六
四
九
）
は
貞
観
五
年
（
六
三
一
）、
隋
が
建
て
た
仁

寿
宮
を
修
復
し
、「
九
成
宮
」
と
名
を
改
め
ま
し
た
。
翌
年
、
暑
さ
を
避
け
て
九

成
宮
を
訪
れ
た
と
き
、
宮
殿
の
傍
ら
に
「
醴
泉
」
つ
ま
り
甘
味
の
あ
る
水
の
泉
が

わ
き
出
た
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
て
建
て
ら
れ
た
石
碑
が
《
九
成
宮
醴

泉
銘
》
で
す
。 

５ 

欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六
四
一
） 

《
九
成
宮
醴
泉
銘
》（
秦
氏
本
） 

唐
時
代 

貞
観
六
年
（
六
三
二
）
刻 

 
 

 

 

《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
は
初
唐
の
三
大
家
に
数
え
ら
れ
る
書
家
・
欧
陽
詢
に
よ
っ

て
書
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
文
字
は
楷
書
体
の
古
典
と
し
て
今
も
学
ば
れ
続
け
て

い
ま
す
。
ま
た
、
書
の
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
た
め
、
多
く
の
模
刻
本
が
作
ら

れ
ま
し
た
。
本
作
は
清
時
代
に
無
錫
（
江
蘇
省
）
の
秦
氏
に
よ
っ
て
模
刻
さ
れ
た

「
秦
氏
本
」
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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６ 

欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六
四
一
） 

《
蘭
亭
記
》 

原
本
：
唐
時
代 

貞
観
二
年
（
六
二
八
） 

 
 

 

欧
陽
詢
が
《
蘭
亭
序
》
の
文
章
を
楷
書
体
で
書
い
た
と
さ
れ
る
作
品
で
す
。
細

身
で
鋭
い
線
は
欧
陽
詢
の
《
九
成
宮
醴
泉
銘
》
や
《
皇
甫
誕
碑
》
な
ど
と
共
通
し

て
い
ま
す
。
本
作
は
、
欧
陽
詢
の
書
法
を
学
ぶ
た
め
の
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ

て
き
た
も
の
で
す
。 

７ 

虞
世
南
（
五
五
八
～
六
三
八
） 

《
孔
子
廟
堂
碑
》 

唐
時
代 

貞
観
三
年
（
六
二
九
）
頃 

刻 

 
 

 

唐
の
太
宗
（
五
九
八
～
六
四
九
）
が
長
安
の
国
子
監
（
現
代
に
お
け
る
大
学
の

よ
う
な
教
育
機
関
）
内
に
孔
子
廟
を
改
築
し
、
そ
の
完
成
を
記
念
し
て
建
て
ら

れ
た
石
碑
で
す
。
筆
者
の
虞
世
南
は
、
欧
陽
詢
（
五
五
七
～
六
四
一
）
／
褚
遂
良

（
五
九
六
～
六
五
八
）
と
と
も
に
初
唐
の
三
大
家
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
書
家

で
す
。 
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８ 

伝 

虞
世
南
（
五
五
八
～
六
三
八
） 

《
昭
仁
碑
》
唐
時
代 

貞
観
四
年
（
六
三
〇
）
頃 

刻 

 
 

 

 

《
昭
仁
碑
》
は
、
唐
の
太
宗
（
五
九
八
～
六
四
九
）
が
戦
没
者
の
冥
福
の
た
め

に
建
て
た
石
碑
で
す
。
古
く
か
ら
虞
世
南
が
筆
者
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、

確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
唐
の
王
知
敬
（
生
卒
年
不
詳
）
や
欧
陽
通
（
？

～
六
九
一
）
を
筆
者
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。 

９ 

褚
遂
良
（
五
九
六
～
六
五
八
） 

《
雁
塔
聖
教
序
》 

唐
時
代 

永
徴
三
年
（
六
五
二
）
刻 

 
 

 

 

玄
奘
三
蔵
（
六
〇
二
～
六
六
四
）
が
イ
ン
ド
よ
り
大
量
の
経
典
を
持
ち
帰
り
、

こ
れ
ら
を
漢
語
に
翻
訳
し
た
功
績
に
対
し
て
、
唐
の
太
宗
（
五
九
八
～
六
四
九
）

と
そ
の
子
・
高
宗
（
六
二
八
～
六
八
三
）
が
文
を
寄
せ
、
建
て
ら
れ
た
石
碑
が

《
雁
塔
聖
教
序
》
で
す
。
本
文
は
初
唐
の
三
大
家
の
一
人
・
褚
遂
良
が
書
い
て
お

り
、
彼
の
代
表
作
で
も
あ
り
ま
す
。 



7 

 

第
一
章 

若
書
き
の
楷
書
碑 

―
《
多
宝
塔
碑
》
と
《
東
方
朔
画
賛
碑
》―

 

  

本
章
で
は
、
現
存
す
る
顔
真
卿
の
作
品
中
、
若
書
き
に
位
置
付
け
ら

れ
る
《
多
宝
塔
碑
》
と
《
東
方
朔
画
賛
碑
》
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

顔
真
卿
の
作
品
で
、
現
在
確
認
で
き
る
最
も
早
期
の
も
の
は
開
元
二

九
年
（
七
四
一
）
の
《
王
琳
墓
誌
》
で
す
。
次
い
で
、
天
宝
八
年
（
七

四
九
）
の
《
郭
虚
己
墓
誌
銘
》
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
近

年
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
す
。
《
王
琳
墓
誌
》
と
《
郭
虚
己
墓

誌
銘
》
が
発
見
さ
れ
る
ま
で
は
、
顔
真
卿
の
若
書
き
と
い
え
ば
《
多
宝

塔
碑
》
が
代
表
的
な
作
例
で
し
た
。
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
と
し
て
《
東
方

朔
画
賛
碑
》
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
碑
を
法
帖
に
し
た
も
の
が
観
峰

館
の
収
蔵
品
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

若
書
き
か
ら
円
熟
味
を
増
し
て
い
く
過
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

10 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
多
宝
塔
碑
》 

唐
時
代 

天
宝
十
一
年
（
七
五
二
） 

 
 

 

 

唐
時
代
の
高
僧
・
楚
金
（
六
九
八
～
七
五
九
）
の
徳
行
と
、
千
福
寺
の
境
内
に

多
宝
塔
を
建
立
し
た
功
績
を
述
べ
た
も
の
で
す
。
石
碑
は
、
現
在
、
西
安
碑
林
博

物
館
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。《
顔
氏
家
廟
碑
》
の
よ
う
な
晩
年
の
楷
書
作
品
に

比
べ
て
、《
多
宝
塔
碑
》
は
や
や
細
身
で
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
を
持
つ
作
品
で
す
。 
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11 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

 
《
多
宝
塔
碑
》（
模
刻
本
）
唐
時
代 

天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
刻
／
模
刻
時
期
不
詳 

 
 

 

 

顔
真
卿
早
期
の
楷
書
作
品
と
し
て
古
く
か
ら
著
名
で
あ
っ
た
《
多
宝
塔
碑
》

は
、
多
く
の
複
製
（
模
刻
本
）
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
本
作
は
刻
さ
れ
て
い
る
文
字

の
線
が
明
瞭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
書
を
学
ぶ
際
の
手
本
と
し
て
作
成
さ
れ
た
模

刻
本
と
思
わ
れ
ま
す
。 

12 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

 

《
多
宝
塔
碑
》（
和
刻
本
）
唐
時
代 

天
宝
十
一
年
（
七
五
二
）
刻
／
江
戸
時
代
後
期 

刻 

 
 

 

 

顔
真
卿
の
書
は
、
日
本
の
江
戸
時
代
で
も
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
本
作
は
江
戸
時
代
後
期
に
出
版
さ
れ
た
《
多
宝
塔
碑
》
で
す
。
日
本
で
作
ら

れ
た
模
刻
本
＝
和
刻
本
に
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
の
書
家
で
、
姫
路
藩
に

仕
え
た
永
根
文
峰
（
一
八
〇
二
～
一
八
三
三
）
に
よ
る
跋
文
が
と
も
に
刻
さ
れ

て
い
ま
す
。 
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13 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
東
方
朔
画
賛
碑
》
唐
時
代 

天
宝
一
三
年
（
七
五
四
）
刻 

 
 

 

 

「
東
方
朔
画
賛
」
の
本
文
は
、
西
晋
時
代
の
夏
侯
湛
（
二
四
三
～
二
九
一
）
が

書
い
た
も
の
で
す
。
こ
れ
を
、
顔
真
卿
が
平
原
太
守
と
し
て
赴
任
し
た
際
、
再
建

し
た
も
の
が
《
東
方
朔
画
賛
碑
》
で
す
。
顔
真
卿
四
六
歳
時
の
作
品
と
な
り
ま

す
。《
多
宝
塔
碑
》
に
次
ぐ
作
例
で
あ
り
、
現
存
す
る
顔
真
卿
の
作
品
で
は
比
較

的
早
期
の
も
の
で
す
。 

14 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
東
方
朔
画
賛
碑
》（
模
刻
本
）
唐
時
代 

天
宝
一
三
年
（
七
五
四
）
刻
／
模
刻
時
期
不
詳 

 
 

 

 

《
東
方
朔
画
賛
碑
》
は
《
多
宝
塔
碑
》
よ
り
も
線
が
太
く
、
顔
真
卿
独
自
の
書

風
が
強
く
表
れ
出
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
作
品
で
す
。
宋
時
代
に
採
ら
れ
た

拓
本
は
改
鑿
が
少
な
く
、
元
・
明
初
期
の
拓
本
で
は
す
で
に
欠
損
が
多
か
っ
た

と
言
わ
れ
ま
す
。
本
作
は
線
が
明
瞭
に
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
清
時
代
以

降
の
模
刻
本
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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第
二
章 

行
書
の
法
帖 

―
《
争
坐
位
文
稿
》
を
中
心
に―

 

  

本
章
で
は
、
広
徳
二
年
（
七
六
四
）
に
書
か
れ
た
抗
議
文
の
原
稿
「
争

坐
位
文
稿
」
を
中
心
に
、
顔
真
卿
の
行
書
作
品
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。 

 

顔
真
卿
の
書
は
、
楷
書
体
で
石
碑
に
書
か
れ
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ

ら
が
代
表
的
な
も
の
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
行
書
体

で
書
か
れ
た
尺
牘
や
草
稿
（
下
書
き
）
も
残
さ
れ
て
お
り
、
書
を
学
ぶ

も
の
の
範
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
《
争
坐
位
文
稿
》
に
代
表
さ
れ

る
草
稿
の
書
は
、
極
め
て
私
的
な
場
で
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
た
め
に
、

顔
真
卿
自
身
の
心
情
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
飾
ら
な

い
書
風
は
、
特
に
宋
時
代
の
文
人
た
ち
に
好
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
素
朴
で
力
強
い
行
書
の
法
帖
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

 

15 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
顔
魯
公
三
表
真
蹟
》 

原
本
：
唐
時
代 

至
徳
二
年
（
七
五
七
） 

 

顔
真
卿
の
三
種
の
表
文
「
謝
贈
華
州
刺
史
表
」「
謝
兼
御
史
大
夫
表
」「
譲
憲
部

尚
書
表
」
を
刻
し
た
も
の
で
す
。
表
文
と
は
、
君
主
や
政
府
に
上
奏
す
る
文
章
の

こ
と
で
す
。
顔
真
卿
四
十
九
歳
時
の
作
品
に
な
り
ま
す
。 

清
時
代
に
発
見
さ
れ
た
墨
蹟
本
を
、
丹
徒
（
江
蘇
省
鎮
江
市
）
の
包
氏
が
入
手

し
、
石
刻
に
し
て
広
め
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 
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16 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
争
坐
位
文
稿
》（
楊
峴
旧
蔵
本
） 

原
本
：
唐
時
代 

広
徳
二
年
（
七
六
四
） 

 
 

 

 

顔
真
卿
が
郭
英
乂
（
？
～
七
六
六
）
に
差
し
出
し
た
抗
議
文
の
原
稿
で
、《
争

坐
位
帖
》
や
《
争
坐
位
稿
》
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
草
稿
（
下
書
き
）
で
あ
る
め
、

顔
真
卿
の
自
然
な
筆
法
が
表
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
、
宋
代
の
書
家
た
ち
に
高

く
評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
本
作
は
清
時
代
の
書
家
・
楊
峴
（
一
八
一
九
～
一
八

九
六
）
旧
蔵
の
逸
品
で
す
。 

17 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
送
劉
太
冲
序
》
原
本
：
唐
時
代 

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
頃 

 
 

 

 

顔
真
卿
が
劉
太
冲
（
生
卒
年
不
詳
）
の
旅
立
ち
を
送
別
す
る
た
め
に
記
し
た

文
で
す
。
劉
太
冲
は
安
史
の
乱
に
際
し
て
顔
真
卿
に
力
を
貸
し
た
人
物
で
し
た
。

《
顔
魯
公
三
表
真
蹟
》
や
《
争
坐
位
文
稿
》
な
ど
に
比
べ
文
字
が
大
き
く
、
や
や

書
風
が
異
な
る
よ
う
で
す
。 
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第
三
章 

楷
書
の
法
帖 

―
顔
真
卿
五
十
～
六
十
代
の
諸
作
品―

 

  

本
章
で
は
、
顔
真
卿
五
十
～
六
十
代
頃
に
制
作
さ
れ
た
楷
書
作
品
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
頃
の
顔
真
卿
は
多
く
の
碑
文
を
書
い
て
い
ま
す

が
、《
蔵
懐
恪
碑
》
や
《
宋
璟
碑
》
な
ど
、
現
在
の
日
本
で
は
書
の
手

本
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
作
品
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

一
方
、
こ
の
頃
に
は
清
時
代
を
代
表
す
る
書
家
の
一
人
で
あ
る
何
紹

基
（
一
七
九
九
～
一
八
七
三
）
が
好
ん
だ
と
言
わ
れ
る
《
麻
姑
仙
壇
記
》

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
当
館
収
蔵
の
法
帖
に
も
、
何
紹
基
に
よ
る
跋
文

が
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
科
挙
の
参
考
図
書
と
し

て
用
い
ら
れ
た
《
干
禄
字
書
》
な
ど
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

諸
作
品
も
ま
た
、
顔
真
卿
の
書
風
を
様
々
に
伝
え
て
い
ま
す
。
顔
真
卿

の
幅
広
い
書
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

18 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
蔵
懐
恪
碑
》 

唐
時
代 

広
徳
元
年
（
七
六
三
）
刻 

 
 

 

盛
唐
時
代
の
将
軍
・
臧
懐
恪
（
？
～
七
二
四
）
の
功
績
を
称
え
、
陝
西
省
の
蔵

氏
の
墓
上
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。《
臧
懐
恪
神
道
碑
》
と
も
い
い
ま
す
。
石

碑
二
行
目
の
下
部
に
見
え
る
李
秀
巌
（
生
卒
年
不
詳
）
が
模
刻
し
た
と
の
説
も

あ
り
ま
す
が
、
詳
し
い
こ
と
は
不
明
で
す
。
石
碑
は
現
在
、
西
安
碑
林
博
物
館
に

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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19 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
郭
氏
家
廟
碑
》
唐
時
代 

広
徳
二
年
（
七
六
四
）
刻 

 
 

 

 

安
史
の
乱
を
平
定
す
る
際
に
功
績
の
あ
っ
た
郭
子
儀
（
六
九
七
～
七
八
一
）

が
、
父
・
敬
之
（
六
六
七
～
七
四
四
）
の
廟
に
建
立
し
た
碑
で
す
。
選
文
・
書
と

も
に
顔
真
卿
五
六
歳
時
の
も
の
に
な
り
ま
す
。
状
態
の
良
い
拓
本
は
極
め
て
少

な
い
と
さ
れ
、
本
作
も
欠
損
状
態
か
ら
、
少
な
く
と
も
清
時
代
中
期
以
降
に
採

拓
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

20 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
大
字
麻
姑
仙
壇
記
》
唐
時
代 

大
暦
六
年
（
七
七
一
）
刻 

 
 

 

 

後
漢
時
代
の
仙
女
・
麻
姑
に
つ
い
て
の
伝
説
と
、
修
行
の
地
と
伝
え
ら
れ
る

麻
姑
山
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
顔
真
卿
六
三
歳
時
の
作
品
に
な

り
ま
す
。
顔
真
卿
の
手
に
よ
る
《
麻
姑
仙
壇
記
》
は
大
字
・
中
字
・
小
字
の
三
種

が
存
在
し
ま
す
が
、
観
峰
館
が
収
蔵
し
て
い
る
《
麻
姑
仙
壇
記
》
は
大
字
本
二
点

の
み
で
す
。 
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21 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
大
字
麻
姑
仙
壇
記
》（
有
泰
旧
蔵
本
）
唐
時
代 

大
暦
六
年
（
七
七
一
）
刻 

清
時
代 

道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）
跋 

 
 

 

 

後
漢
時
代
の
仙
女
・
麻
姑
に
つ
い
て
の
伝
説
と
、
修
行
の
地
と
伝
え
ら
れ
る

麻
姑
山
の
歴
史
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
す
。
本
作
は
、
大
字
本
を
愛
蔵
し
た

何
紹
基
（
一
七
九
九
～
一
八
七
三
）
が
道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）
に
書
い
た
跋

文
（
下
段
参
照
）
が
と
も
に
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
清
時
代
末
期
の
官
僚
で
あ
っ
た

有
泰
（
一
八
四
四
～
一
九
一
〇
）
の
旧
蔵
品
で
す
。 

何
紹
基
に
よ
る
跋
文
（
大
意
） 

  

顔
真
卿
の
「
麻
姑
仙
壇
記
」
は
、
世
間
で
は
わ
ず
か
に
小
字
本
が
伝
わ
る
の
み

で
あ
る
。
そ
の
大
字
本
は
、
宋
時
代
よ
り
後
に
見
る
こ
と
が
な
い
。
明
時
代
の
都

穆
（
一
四
五
八
～
一
五
二
五
）
が
石
碑
や
青
銅
器
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
『
金
薤

琳
瑯
』
で
は
、
落
雷
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
拓
本
は
少
し
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
鳳
凰
を
見
る
か
の
ご
と
く
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。 

私
は
昔
、
こ
の
宋
時
代
の
拓
本
を
蘇
州
で
手
に
入
れ
た
。
こ
れ
は
ま
さ
し
く

王
士
禎
（
一
六
三
四
～
一
七
一
一
）
と
王
澍
（
一
六
六
八
～
一
七
三
九
？
）
が
見

た
と
い
う
拓
本
だ
ろ
う
。
長
い
期
間
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
を
流
転
し
た
拓
本
だ

っ
た
。
そ
れ
は
光
り
輝
い
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
ま
た
素
朴
で
厚
み
が
あ
る
書

だ
。
顔
真
卿
が
書
い
た
石
碑
の
中
で
も
、
ま
さ
に
頂
点
に
位
置
す
る
も
の
で
あ

る
。 黄

雨
生
は
こ
の
帖
を
一
目
見
て
、
素
晴
ら
し
い
も
の
だ
と
認
め
た
。
黄
雨
生

は
息
子
の
瀛
石
に
命
じ
て
、
こ
れ
を
石
に
刻
さ
せ
た
。
瀛
石
は
年
少
時
よ
り
顔

真
卿
の
書
を
よ
く
学
ん
で
お
り
、
私
と
同
じ
よ
う
な
志
を
持
っ
た
人
物
で
あ
っ

た
。 黄

雨
生
と
瀛
石
の
親
子
は
、
こ
の
「
麻
姑
仙
壇
記
」
を
数
カ
月
で
刻
し
終
え
た
。

こ
れ
を
基
に
し
て
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
拓
本
が
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
を
喜
び
記
し
て
お
く
。
道
光
二
二
年
（
一
八
四
二
）
秋
、
道
州
（
現

在
の
湖
南
省
永
州
市
一
帯
）
の
何
紹
基
が
謹
ん
で
跋
を
書
く
。 
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22 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
八
関
斎
会
報
徳
記
》 

唐
時
代 

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
刻 

 
 

 

 

顔
真
卿
は
、
安
史
の
乱
で
功
績
を
あ
げ
た
武
将
・
田
神
功
（
？
～
七
七
四
）
の

病
気
平
癒
を
祈
念
す
る
た
め
「
八
関
斎
会
」
と
い
う
仏
教
儀
式
を
行
い
ま
し
た
。

本
作
は
そ
の
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
、
も
と
は
八
角
の
石
幢
に
刻
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
に
起
き
た
廃
仏
運
動
に
よ
り
石
幢
が
倒
さ
れ
、
文
化
大
革
命
の

際
に
遂
に
破
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。 

23 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
宋
璟
碑
》 

唐
時
代 

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
刻 

 
 

 

 

唐
代
の
名
宰
相
・
宋
璟
（
六
六
三
～
七
三
七
）
に
つ
い
て
記
し
た
石
碑
で
す
。

い
つ
し
か
土
中
に
埋
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
明
の
正
徳
年
間
（
一
五
〇
六
～

一
五
二
一
）
に
掘
り
出
さ
れ
、
再
び
世
に
出
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
過
程
を
経
た
た
め
、
原
石
が
か
な
り
破
損
し
て
お
り
、
流
布
し
て
い
る
拓
本

も
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 
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24 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
元
結
碑
》 

唐
時
代 

大
暦
七
年
（
七
七
二
）
刻 

 
 

 

 

顔
真
卿
と
と
も
に
「
安
史
の
乱
」
で
功
績
を
あ
げ
、
政
治
・
文
学
に
も
す
ぐ
れ

た
元
結
（
七
二
三
～
七
七
二
）
の
功
績
を
述
べ
る
石
碑
で
す
。《
臧
懐
恪
碑
》
や

《
宋
璟
碑
》
と
よ
く
似
た
書
風
で
す
が
、
文
字
の
線
に
太
い
も
の
や
細
い
も
の

が
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
の
人
に
よ
っ
て
石
碑
そ
の
も
の
に
手
が
加

え
ら
れ
て
い
る
と
も
評
さ
れ
ま
す
。 

25 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
干
禄
字
書
》 

唐
時
代 

大
暦
九
年
（
七
七
四
）
刻 

 
 

 

 

『
干
禄
字
書
』
は
、
漢
字
一
字
に
つ
き
正
字
・
俗
字
・
通
字
の
三
種
類
を
示
し

て
説
明
し
た
も
の
で
す
。
顔
真
卿
の
叔
父
・
顔
元
孫
（
？
～
七
三
二
）
の
著
作
で
、

顔
真
卿
が
字
を
書
き
ま
し
た
。「
干
禄
」
と
は
「
禄
（
ろ
く
＝
給
料
）
を
干
（
も

と
）
む
」
と
読
み
ま
す
。
官
吏
登
用
試
験
で
あ
る
科
挙
に
応
じ
る
際
の
参
考
書
と

し
て
書
か
れ
た
も
の
で
す
。 
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第
四
章 

最
晩
年
の
楷
書
碑 

―
《
顔
勤
礼
碑
》
と
《
顔
氏
家
廟
碑
》―

 

  

本
章
で
は
、
顔
真
卿
の
最
晩
年
で
あ
る
七
十
代
に
制
作
さ
れ
た
楷
書

碑
《
顔
勤
礼
碑
》
と
《
顔
氏
家
廟
碑
》
を
中
心
に
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

《
顔
勤
礼
碑
》
は
中
華
民
国
に
な
っ
て
か
ら
発
見
さ
れ
た
碑
で
す
。

顔
真
卿
七
十
一
歳
の
作
と
な
り
ま
す
。
《
顔
氏
家
廟
碑
》
は
顔
真
卿
七

十
二
歳
の
作
品
で
、
い
ず
れ
も
最
晩
年
の
書
風
を
示
す
も
の
と
し
て
扱

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
は
と
も
に
顔
真
卿
の
一
族
に
関
わ

る
碑
で
あ
る
た
め
、
か
な
り
力
を
込
め
て
制
作
し
た
こ
と
も
想
像
さ
れ

ま
す
。 

 

太
く
力
強
い
線
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
文
字
は
、
ま
る
で
苦
難
の
多
い

人
生
を
乗
り
切
る
顔
真
卿
の
剛
直
な
人
柄
そ
の
も
の
の
よ
う
で
す
。 

  

26 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
顔
勤
礼
碑
》 

唐
時
代 

大
暦
一
四
年
（
七
七
九
）
刻 

中
華
民
国
一
二
年
（
一
九
二
三
）
跋 

 
 

 

 

顔
真
卿
の
曽
祖
父
で
あ
る
顔
勤
礼
（
五
九
七
～
六
六
四
）
と
、
そ
の
子
孫
の
功

績
を
讃
え
た
も
の
が
《
顔
勤
礼
碑
》
で
す
。
顔
真
卿
七
十
一
歳
の
作
品
に
な
り
ま

す
。
顔
勤
礼
は
篆
書
な
ど
の
古
代
文
字
に
詳
し
か
っ
た
人
物
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
横
画
を
細
く
、
縦
画
を
太
く
し
て
い
る
文
字
が
多
く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
《
顔

勤
礼
碑
》
の
書
風
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 
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27 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
顔
勤
礼
碑
》 

唐
時
代 

大
暦
一
四
年
（
七
七
九
）
刻 

中
華
民
国
一
二
年
（
一
九
二
三
）
跋 

 
 

 

 

「
顔
勤
礼
碑
」
は
顔
勤
礼
（
五
九
七
～
六
六
四
）
と
子
孫
の
功
績
を
讃
え
た
文

を
記
し
た
碑
で
す
。
中
華
民
国
一
一
年
（
一
九
二
二
）
、
何
夢
庚
（
字
は
客
星
・

生
卒
年
不
詳
）
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
作
の

末
に
刻
さ
れ
て
い
る
宋
伯
魯
（
一
八
五
四
～
一
九
三
二
）
に
よ
る
跋
文
（
下
段
参

照
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

宋
伯
魯
（
一
八
五
四
～
一
九
三
二
）
に
よ
る
跋
文
（
大
意
） 

 

《
顔
勤
礼
碑
》
は
、
顔
勤
礼
（
五
九
七
～
六
六
四
）
の
曾
孫
で
あ
る
顔
真
卿
に

よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
中
華
民
国
一
一
年
（
一
九
二
二
）
一
〇
月
の
初
め
、
何

客
星
が
長
安
（
現
在
の
西
安
）
に
あ
る
役
所
の
倉
庫
後
方
の
土
中
よ
り
見
つ
け

た
。 こ

の
碑
を
知
る
者
は
少
な
く
、
わ
ず
か
に
欧
陽
修
（
一
〇
〇
七
～
一
〇
七
二
）

の
『
集
古
録
跋
尾
』
に
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。「
顔
勤
礼
碑
」
は
い
つ
し

か
長
安
城
内
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、
千
年
の
時
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
。 

欧
陽
修
は
、
「
顔
真
卿
の
書
は
忠
義
心
の
厚
い
人
物
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
の
端
正
で
荘
厳
な
様
を
尊
重
す
る
か
ら
こ
そ
、
彼
の
書
を
見
た
人
は
み
な
畏

ま
り
、
長
き
に
わ
た
っ
て
愛
好
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

ま
た
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）
は
、「
顔
真
卿
の
書
は
際
立
っ
て
優

れ
て
お
り
、
雅
で
力
強
さ
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
。
後
の
世
代
に
お
け
る
宝
と

な
る
も
の
だ
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

何
客
星
は
、
石
碑
や
青
銅
器
の
銘
文
な
ど
が
好
き
な
人
で
、「
顔
勤
礼
碑
」
を

手
に
入
れ
て
眠
れ
な
い
ほ
ど
に
喜
ん
だ
。 

中
華
民
国
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
春
、
醴
泉
（
現
在
の
陝
西
省
）
の
宋
伯
魯

が
記
す
。 

宋伯魯）による跋文 



19 

 

28 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
顔
氏
家
廟
碑
》
唐
時
代 

建
中
元
年
（
七
八
〇
）
刻 

 
 

 

 

顔
真
卿
の
父
で
あ
る
顔
惟
貞
（
六
六
九
～
七
一
二
）
を
中
心
と
す
る
顔
氏
一

族
の
業
績
を
刻
し
た
も
の
で
す
。
顔
真
卿
七
二
歳
の
作
品
に
な
り
ま
す
。
碑
は

顔
惟
貞
以
前
の
祖
先
の
業
績
・
顔
惟
貞
の
業
績
・
顔
真
卿
ら
子
孫
の
業
績
と
い

う
三
段
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。
顔
真
卿
晩
年
の
書
で
あ
り
、
顔
氏
一
族
の
業

績
を
詳
し
く
伝
え
る
重
要
な
史
料
で
も
あ
り
ま
す
。 

29 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
顔
氏
家
廟
碑
》 

唐
時
代 

建
中
元
年
（
七
八
〇
）
刻 

 
 

 

 

顔
真
卿
の
父
・
顔
惟
貞
（
六
六
九
～
七
一
二
）
を
中
心
と
す
る
顔
氏
一
族
の
業

績
を
刻
し
た
碑
で
す
。
太
い
線
で
書
か
れ
た
力
強
い
書
風
は
、
多
く
の
苦
難
を

乗
り
越
え
て
時
代
を
生
き
抜
い
た
顔
真
卿
そ
の
も
の
の
よ
う
で
す
。
顔
真
卿
の

人
生
に
お
い
て
、
最
後
に
巡
っ
て
き
た
順
境
の
時
期
に
書
か
れ
た
作
品
と
も
評

さ
れ
ま
す
。 
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終
章 

 
顔
真
卿
の
書
に
学
ぶ 

―
日
本
人
書
家
た
ち
の
臨
書
帖―

 

  

顔
真
卿
の
書
は
、
そ
の
人
柄
を
示
す
か
の
よ
う
な
素
朴
で
力
強
い
書

風
が
愛
好
さ
れ
、
書
法
学
習
に
お
け
る
手
本
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
中
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
を
含
め
た
東
ア
ジ
ア
全
域
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

本
展
で
は
最
後
に
、
観
峰
館
の
収
蔵
す
る
作
品
か
ら
、
江
戸
時
代
あ

る
い
は
近
代
に
活
躍
し
た
日
本
人
書
家
た
ち
が
顔
真
卿
の
書
を
臨
書

し
た
折
帖
を
展
示
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
師
か
ら
弟
子
へ
、
書

法
の
技
術
を
伝
え
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
。
歴
史
に
名
を
残
す

書
家
た
ち
も
、
顔
真
卿
の
書
に
学
び
ま
し
た
。
肉
筆
の
折
帖
は
、
先
達

が
ど
の
よ
う
に
顔
真
卿
の
書
を
学
ん
で
き
た
の
か
を
、
後
世
の
我
々
に

も
伝
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

30 

中
沢
雪
城
（
一
八
〇
八
？
～
一
八
六
六
） 

《
臨
書
帖
「
多
宝
塔
碑
」》
江
戸
時
代
後
期 

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
） 

 
 

 

江
戸
時
代
後
期
の
書
家
・
中
沢
雪
城
が
顔
真
卿
の
《
多
宝
塔
碑
》
を
臨
書
し
た

作
品
で
す
。
軽
や
か
に
筆
を
運
び
つ
つ
、
均
整
の
取
れ
た
形
を
書
き
こ
な
す
技

量
の
高
さ
が
窺
え
ま
す
。
細
身
で
や
や
軽
い
線
質
は
、
中
沢
雪
城
の
師
で
あ
る

巻
菱
湖
（
一
七
七
七
～
一
八
四
三
）
の
書
と
共
通
す
る
も
の
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。 
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31 

辻
本
史
邑
（
一
八
九
五
～
一
九
五
七
） 

《
臨
書
帖
「
祭
伯
父
稿
」
》
昭
和
時
代 

 
 

 

大
正
～
昭
和
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
・
辻
本
史
邑
が
顔
真
卿
の
《
祭
伯
父
稿
》

を
臨
書
し
た
折
帖
で
す
。《
祭
伯
父
稿
》
は
《
祭
伯
文
稿
》
あ
る
い
は
《
祭
伯
父

文
稿
》
と
も
呼
ば
れ
、
顔
真
卿
の
伯
父
・
顔
元
孫
（
？
～
七
三
二
）
お
よ
び
一
門

の
物
故
者
を
祀
る
文
章
を
記
し
た
も
の
で
、《
祭
姪
文
稿
》《
争
座
位
文
稿
》
と
並

ぶ
顔
真
卿
の
行
書
を
代
表
す
る
作
品
で
す
。 

32 

辻
本
史
邑
（
一
八
九
五
～
一
九
五
七
） 

《
臨
書
帖
「
祭
伯
文
稿
」》
昭
和
時
代 

 
 

 

大
正
～
昭
和
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
・
辻
本
史
邑
が
顔
真
卿
の
《
祭
伯
文
稿
》

を
臨
書
し
た
折
帖
で
す
。
顔
真
卿
の
行
書
に
見
ら
れ
る
躍
動
感
の
あ
る
線
質
を

再
現
し
て
い
る
逸
品
で
す
。
線
に
表
れ
た
墨
の
濃
淡
か
ら
、
史
邑
が
緩
急
の
あ

る
筆
運
び
に
よ
っ
て
《
祭
伯
文
稿
》
を
臨
書
し
て
い
る
様
子
を
想
起
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。 
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33 

小
坂
奇
石
（
一
九
〇
一
～
一
九
九
一
） 

《
臨
書
帖
「
祭
伯
文
稿
」
》
昭
和
時
代 

 
 

 

昭
和
～
平
成
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
・
小
坂
奇
石
が
顔
真
卿
の
《
祭
伯
文
稿
》

を
臨
書
し
た
折
帖
で
す
。
力
強
い
線
質
に
、
奇
石
の
非
凡
な
力
量
を
見
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
特
に
カ
ス
レ
の
部
分
で
力
強
い
線
を
引
き
続
け
る
筆
運
び
に
圧

倒
さ
れ
ま
す
。 

34 

小
坂
奇
石
（
一
九
〇
一
～
一
九
九
一
） 

《
臨
書
帖
「
争
座
位
稿
」》
昭
和
時
代 

 
 

 

 

昭
和
～
平
成
に
活
躍
し
た
書
家
・
小
坂
奇
石
が
顔
真
卿
の
《
争
坐
位
文
稿
》
を

臨
書
し
た
折
帖
で
す
。
筆
を
ま
っ
す
ぐ
立
て
て
紙
に
切
り
込
ん
で
い
く
よ
う
な

強
い
筆
致
は
、
奇
石
の
書
に
お
け
る
特
質
の
一
つ
で
す
。
力
強
い
線
質
を
追
求

し
た
奇
石
は
時
に
「
線
の
行
者
」
と
評
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 
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35 

小
坂
奇
石
（
一
九
〇
一
～
一
九
九
一
） 

《
臨
書
帖
「
祭
姪
稿
」「
祭
姪
帖
」
》
昭
和
時
代 

 
 

 

 

昭
和
～
平
成
時
代
に
活
躍
し
た
書
家
・
小
坂
奇
石
が
顔
真
卿
の
《
祭
姪
文
稿
》

を
臨
書
し
た
折
帖
で
す
。
作
品
名
は
奇
石
自
身
が
書
き
い
れ
た
折
帖
の
題
箋
に

依
り
ま
す
。
筆
を
突
き
入
れ
る
よ
う
に
書
き
出
し
、
筆
圧
を
弱
め
る
こ
と
な
く

書
き
進
め
ら
れ
た
臨
書
は
、
顔
真
卿
を
通
し
て
奇
石
自
身
の
書
風
を
表
現
し
て

い
る
よ
う
で
す
。 

参
考
展
示 

36 

顔
真
卿
（
七
〇
九
～
七
八
五
） 

《
郭
虚
己
墓
誌
銘
》
唐
時
代 

天
宝
八
年
（
七
四
九
）
刻 

 
 《

郭
虚
己
墓
誌
銘
》
は
、

唐
時
代
の
官
僚
で
あ
っ

た
郭
虚
己
（
六
九
一
～
七

四
九
）
の
姓
名
・
経
歴
・

没
年
な
ど
を
記
し
た
も

の
で
す
。
顔
真
卿
四
十
一

歳
の
書
で
、
現
存
す
る
顔

真
卿
の
作
品
で
は
天
宝

元
年
（
七
四
二
）
の
《
王

琳
墓
誌
》
に
次
ぐ
若
書
き

と
な
り
ま
す
。 

細
身
で
柔
ら
か
な
線

は
褚
遂
良
の
《
雁
塔
聖
教

序
》
を
想
起
さ
せ
る
繊
細

な
書
風
で
す
。 

臨書帖「祭姪帖」 

冒頭部分 

冒頭部分               全図 
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37 

玄
宗
（
六
八
五
～
七
六
二
） 

《
紀
泰
山
銘
》
（
犬
養
毅
旧
蔵
本
）
唐
時
代 

開
元
一
四
年
（
七
二
六
）
刻 

中
華
民
国
二
〇
年
（
一
九
三
一
）
識
語 

 
 

《
紀
泰
山
銘
》
は
、
唐
の
玄
宗
が
封
禅
（
皇
帝
の
即
位
を
天
と
地
に
報
告
す
る

儀
式
）
を
行
っ
た
時
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
す
。
太
く
力
強
い
隷
書
は
玄
宗
の
代

表
作
で
も
あ
り
ま
す
。 

本
作
の
冒
頭
に
は
、
中
華
民
国
二
〇
年
（
一
九
三
一
）
に
書
か
れ
た
識
語
（
作

品
の
由
来
な
ど
を
書
い
た
文
章
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
、
孫
文
（
一
八
六
六

～
一
九
二
五
）
と
の
厚
誼
に
よ
っ
て
、
本
作
が
犬
養
毅
（
一
八
五
五
～
一
九
三

二
）
の
収
蔵
品
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

展
示
こ
ぼ
れ
話 

～
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
題
箋
と
解
説
文
～ 

  

本
展
で
展
示
し
て
い
る
作
品
は
、
観
峰
館
の
運
営
母
体
で
あ
る
公
益
財
団
法

人
日
本
習
字
教
育
財
団
の
創
立
者
・
原
田
観
峰
（
一
九
一
一
～
一
九
九
五
）
が
収

集
し
た
「
観
峰
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
の
一
部
で
す
。 

こ
れ
ら
の
多
く
に
、
観
峰

自
身
が
題
箋
を
書
き
い
れ
て

い
ま
す
。
展
示
番
号
４
《
九
成

宮
醴
泉
銘
》
の
題
箋
も
そ
の

一
つ
で
す
。 

ま
た
本
作
に
は
、
過
去
に

展
示
し
た
際
に
用
い
ら
れ
た

と
思
わ
れ
る
、
観
峰
自
筆
の

解
説
文
が
附
属
し
て
い
ま
し

た
。
書
道
を
学
ぶ
人
た
ち
に

自
ら
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
活

用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い

が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

識語 

題箋 解説文 
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主
要
参
考
文
献 

 

〈
論
文
〉 

飯
島
太
千
雄
「
試
論─

─

顔
書
の
実
像
」『
顔
真
卿
大
字
典
』
東
京
美
術
、
一
九
八
五

年 角
井
博
「
争
坐
位
文
稿
と
美
の
理
想
」『
墨
』
第
二
五
二
号
、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
一

八
年 

瀨
川
敬
也
「
実
施
報
告 

観
峰
館
春
季
企
画
展 

「
点
は
墜
石
の
ご
と
く
ー
顔
真
卿

書
法
と
そ
の
継
承
者
た
ち
ー
」
の
概
要
」『
観
峰
館
紀
要
』
第
一
三
号
、
公
益
財
団
法

人
日
本
習
字
教
育
財
団
観
峰
館
、
二
〇
一
八
年 

外
山
軍
治
「
顔
真
卿
の
書
と
そ
の
背
景
」『
中
国
の
書
と
人
』
創
元
社
、
一
九
七
一
年 

外
山
軍
治
「
顔
真
卿
」
『
中
国
の
書
と
人
Ⅱ
』
創
元
社
、
一
九
八
六
年 

外
山
軍
治
「
顔
氏
家
廟
碑
」『
中
国
の
書
と
人
Ⅱ
』
創
元
社
、
一
九
八
六
年 

中
村
史
朗
「
争
坐
位
文
稿
の
書
法
」『
墨
』
第
二
五
二
号
、
芸
術
新
聞
社
、
二
〇
一
八

年 宮
崎
洋
一
「
顔
真
卿
書
『
殷
夫
人
顔
君
碑
』
に
つ
い
て─

─

顔
真
卿
の
晩
年
の
書
風

に
関
す
る
一
考
察─

─

」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
一
号
、
書
学
書
道
史
学
会
、
一
九

九
一
年 

宮
崎
洋
一
「
『
争
坐
位
稿
』
と
『
郭
氏
家
廟
碑
々
陰
』─

─

顔
真
卿
の
行
書
に
お
け
る

「
草
稿
」
と
「
完
成
」─

─

」『
文
教
国
文
學
』
第
三
一
号
、
広
島
文
教
女
子
大
学
国

文
学
会
、
一
九
九
四
年 

宮
崎
洋
一
「
手
本
と
し
て
の
「
顔
真
卿
」」『
広
島
文
教
人
間
文
化
』
第
四
号
、
広
島

文
教
人
間
文
化
学
会
、
二
〇
〇
四
年 

    

宮
崎
洋
一
「
顔
真
卿
撰
書
「
八
関
斎
会
報
徳
記
」
に
つ
い
て─

─

伝
世
石
刻
の
享
受

の
一
例─

─

」『
文
教
国
文
学
』
第
六
〇
号
、
広
島
文
教
女
子
大
学
国
文
学
会
、
二
〇

一
六
年 

宮
崎
洋
一
「
明
清
時
代
の
「
顔
真
卿
」─

─

宋
元
時
代
の
評
価
な
ど
と
の
比
較
を
中

心
に─

─

」『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
七
号
、
書
学
書
道
史
学
会
、
二
〇
一
七
年 

横
田
恭
三
「
顔
真
卿 

早
年
の
楷
書
碑
誌
」『
跡
見
学
園
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第

三
九
号
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
、
二
〇
〇
六
年 

吉
川
忠
夫
『
顔
真
卿
伝─

─

時
事
は
た
だ
天
の
み
ぞ
知
る─

─

』
法
蔵
館
、
二
〇
一

九
年 

 

〈
展
覧
会
図
録
／
全
集
等
〉 

『
顔
真
卿─

─

王
羲
之
を
越
え
た
名
筆─

─

』
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
九
年 

『
中
国
書
法
全
集
』
第
二
六
巻
、
栄
豊
斎
、
一
九
九
三
年 
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テーマ 作家名（生卒年） 作品名 制作年 目録番号

1 王羲之（303？～361？） 蘭亭序 原本：東晋時代　永和9年（353） 拓帖ー023

2 王羲之（303？～361？） 蘭亭序（定武本） 原本：東晋時代　永和9年（353） 帖ー単ー108

3 王羲之（303？～361？） 集王聖教序 唐時代　咸亨3年（672）刻 碑ー唐ー072

4 欧陽詢（557～641） 九成宮醴泉銘 唐時代　貞観6（632）刻 碑ー唐ー023

5 欧陽詢（557～641） 九成宮醴泉銘（秦氏本） 唐時代　貞観6（632）刻／清時代　模刻 碑ー唐ー029

6 欧陽詢（557～641） 蘭亭記 原本：唐時代　貞観2年（628） 碑ー唐ー015

7 虞世南（558～638） 孔子廟堂碑 唐時代　貞観3年（629）頃　刻 碑ー唐ー001

8 伝 虞世南（558～638） 昭仁碑 唐時代　貞観4年（630）頃　刻 碑ー唐ー017

9 褚遂良（596～658） 雁塔聖教序 唐時代　永徴3 年（652）刻 碑ー唐ー044

10 顔真卿（709～785） 多宝塔碑 唐時代　天宝11年（752）刻 碑ー顔ー002

11 顔真卿（709～785） 多宝塔碑（模刻本） 唐時代　天宝11年（752）刻／模刻時期不詳 碑ー顔ー003

12 顔真卿（709～785） 多宝塔碑（和刻本） 唐時代　天宝11年（752）刻／江戸時代後期　刻 帖ー単ー055

13 顔真卿（709～785） 東方朔画賛碑 唐時代　天宝13年（754）刻 碑ー顔ー008

14 顔真卿（709～785） 東方朔画賛碑（模刻本） 唐時代　天宝13年（754）刻／模刻時期不詳 碑ー顔ー006

15 顔真卿（709～785） 顔魯公三表真蹟 原本：唐時代　至徳2年（757） 帖ー単ー030

16 顔真卿（709～785） 争坐位文稿（楊峴旧蔵本） 原本：唐時代　広徳2年（764） 拓帖ー027

17 顔真卿（709～785） 送劉太冲序 原本：唐時代　大暦7年（772）頃 帖ー単ー082

18 顔真卿（709～785） 蔵懐恪碑 唐時代　広徳元年（763）刻 碑ー顔ー011

19 顔真卿（709～785） 郭氏家廟碑 唐時代　広徳2年（764）刻 碑ー顔ー012

20 顔真卿（709～785） 大字麻姑仙壇記 唐時代　大暦6年（771）刻 碑ー顔ー014

21 顔真卿（709～785） 大字麻姑仙壇記（有泰旧蔵本） 唐時代　大暦6年（771）刻／清時代　道光22年（1842）跋 帖ー単ー021

22 顔真卿（709～785） 八関斎会報徳記 唐時代　大暦7年（772）刻 碑ー顔ー015

23 顔真卿（709～785） 宋璟碑 唐時代　大暦7年（772）刻 碑ー顔ー020

24 顔真卿（709～785） 元結碑 唐時代　大暦7年（772）刻 碑ー顔ー017

25 顔真卿（709～785） 干禄字書 唐時代　大暦9年（774）刻 碑ー顔ー031

26 顔真卿（709～785） 顔勤礼碑 唐時代　大暦14年（779）刻／中華民国12年（1923）跋 碑ー顔ー022

27 顔真卿（709～785） 顔勤礼碑 唐時代　大暦14年（779）刻／中華民国12年（1923）跋 碑ー追ー001

28 顔真卿（709～785） 顔氏家廟碑 唐時代　建中元年（780）刻 碑ー顔ー026

29 顔真卿（709～785） 顔氏家廟碑 唐時代　建中元年（780）刻 碑ー顔ー029

30 中沢雪城（1808？～1866） 臨書帖「多宝塔碑」 江戸時代後期　嘉永2年（1849） 書冊-Ｂ-011

31 辻本史邑（1895～1957） 臨書帖「祭伯父稿」 昭和時代 辻-018

32 辻本史邑（1895～1957） 臨書帖「祭伯文稿」 昭和時代 辻-020

33 小坂奇石（1901～1991） 臨書帖「祭伯文稿」 昭和時代 小坂-004

34 小坂奇石（1901～1991） 臨書帖「争座位稿」 昭和時代 小坂-002

35 小坂奇石（1901～1991） 臨書帖「祭姪稿」「祭姪帖」 昭和時代 小坂-005

36 顔真卿（709～785） 郭虚己墓誌銘 唐時代　天宝8年（749）刻 拓整ー0059

37 玄宗（685～762） 紀泰山銘（犬養毅旧蔵本） 唐時代　開元14年（726）刻／中華民国20年（1931）識語 碑ー大ー002

第３章

楷書の法帖

―顔真卿50～60代の諸作品―

第４章

最晩年の楷書碑

―「顔勤礼碑」と「顔氏家廟碑」―

終章

顔真卿の書に学ぶ

―日本人書家たちの臨書帖―

参考展示

公益財団法人日本習字教育財団　観峰館

顔真卿の書に学ぶ－館蔵法帖名品選－
会期：令和4年（2022）4月16日（土）～6月12日（日）

序章

顔真卿以前

―書聖・王羲之と初唐の三大家―

第１章

若書きの楷書碑

―「多宝塔碑」と「東方朔画賛碑」―

第２章

行書の法帖

―「争坐位文稿」を中心に―


